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世
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。


現
在
、
有
効
な
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療
法
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へ
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負
担
が
大
き
い
全

肺
洗
浄
法
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あ
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介
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で
す
が
、
当
会
を
は
じ
め
と

す
る
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の
患
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会
で
の
利
用

率
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

十
月
十
五
日
を
も
っ
て
サｰ

ビ
ス
が
廃
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さ
え
る
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と
が

通
知
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
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の
軽
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事

務
局
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っ
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の
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結

果
的
に
会
員
皆
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に
多
大
な

お
手
間
を
お
か
け
し
た
に
も

も
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わ
ら
ず
、
こ
の
様
な
結

果
に
な
っ
た
事
を
深
く
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、

入
会
及
び
住
所
管
理
に
し
て

も
小
林
の
所
有
す
る
ク
ラ
ウ

ド
に
て
管
理
を
継
続
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
会
の
継
続
性
も

考
え
ど
の
様
に
会
運
営
し
て

言
っ
て
良
い
か
判
断
の
迷
う

と
こ
ろ
で
す
。
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会
場
に
は
共
同
通
信
社
T

B
S

を
初
め
と
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道
各
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。
今
後
は
日
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で
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を

作
る
企
業
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要
が
あ
る
な
ど
問
題
も
山
積
み
だ
。
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日本肺胞蛋白症患者会2019年度総会・懇談会のお知らせ

日 時：2019年10月14日（月・祝）10:00〜12:00

参 加：患者様、ご家族、ご友人、医療関係者。

費 用：無料

場 所：グランフロントナレッジキャピタルカンファレンスルームTower B02

〒530-0011 大阪府大阪市北区大深町３−１ グランフロント大阪タワーＢ10階

電話： 06-6372-6417

アクセス：JR 大阪駅、阪急梅田駅、御堂筋線梅田駅から徒歩3 分

付記：10:00〜12:00、同会場で、日本肺胞蛋白症患者会総会（患者様、ご家族等）

を開催いたします。会員及び、患者会にご興味のある方はご参加ください。

第11回肺胞蛋白症勉強会プログラム

13:00〜13:15 開会の挨拶、難病対策の最新情報と研究班の活動NHO近畿中央呼吸器センター（井上義一）

司会 NHO大阪刀根山医療センター（木田博）

13:15～13:30 ｢肺胞蛋白症患者会報告｣ 日本肺胞蛋白症患者会会長（小林剛志）

13:30〜13:55 だれでもわかる肺の働き：酸素、二酸化炭素、呼吸機能

神戸市立医療センター中央市民病院（富井啓介）

13:55〜14:20 初めて肺胞蛋白症と言われた方へ：ふだん注意すること

NHO近畿中央呼吸器センター（杉本親寿）

14:20〜14:30（休憩）

司会

14:30〜15:00「はいてすって！呼吸リハビリテーションの実習と応用」

NHO近畿中央呼吸器センター リハビリテーション科（牛村美穂子）

15:00〜15:30治療最前線：GM-CSF吸入療法

(1)PAGE試験 (サルグラモスチム)東京医科歯科大学（田澤立之）

(2)IMPALA試験（モルグラモスチム）NHO近畿中央呼吸器センター（井上義一）

15:30〜15:50質問コーナーNHO近畿中央呼吸器センター（新井徹）

15:50閉会の挨拶 新潟大学医歯学総合病院（中田光）


